






































































・情報発信・広報 PR が十分にできていない 
・図書館の位置付けが組織全体の中で不明確である 
そして、「3年後にめざしたい・なりたい姿」が、冒頭でご紹介した思い・意見です。 
研修当日のワークショップでは、時間の関係でここまででしたが、短い時間の中で
も、カードセッションとディスカッションを通して、各図書館が独自に抱える課題と、
医療機関図書館（室）としての各図書館で共通する課題の両方が抽出・共有いただけ
たのではないかと思います。 
実際のフィールド・イノベーション活動では、この後、①「目標（めざしたい・な
りたい姿）」と「現状の姿（問題点・要改善点）」のギャップを埋めるための課題を抽
出し、②その課題に関連する現場の実態・事実を徹底的に可視化します。そして、③
事実を踏まえた上で、現場の人たちとの議論を通して、自らの「長所・強み」を最大
限活用できるような施策を立案し、④施策を実行し、さらには、⑤施策の実施効果を
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検証し、更なる改善施策の実施へとつなげていきます。 
 
Ⅳ．図書館フィールド・イノベーション活動でのご支援 
いま、医療機関図書館をはじめとする各図書館では、現場での様々な課題や思いを
お持ちかと思います。それらの課題や思いの中には、「情報システムの利活用」で解決
できる課題もあるかと思いますが、一方で、「業務プロセスの見直し」や「人の知恵の
活用、意識の変革」といった、これまでのやり方や考え方を抜本的に変える必要があ
る課題もあるかと思います。そのような課題に対して、お客様と一緒になって取り組
んでいく活動が、フィールド・イノベーション活動です。 
私ども富士通では、このフィールド・イノベーション活動を通して、図書館の現場
の真の課題解決、そして、更なる図書館の価値向上にむけたご支援ができればと考え
ています。 
 
